
を
好
み
ま
す
。
た
だ
し
、
１０
℃
以
下
の
低
温

で
は
花
芽
分
化
が
起
こ
り
、
根
の
肥
大
が
妨

げ
ら
れ
る
の
で
、
タ
ネ
ま
き
の
時
期
が
大
切

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
季
節
に
あ
っ

た
品
種
を
選
ぶ
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
短
形
種

　

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に
お
す
す
め
の
品
種
は
、

や
は
り
小
型
の
ダ
イ
コ
ン
で
す
。
根
長
２８
〜

３０
㎝
で
病
気
に
も
強
い
‚
関
白‘
‚
緑
輝‘
、

肉
質
緻
密
で
お
で
ん
な
ど
の
煮
物
に
最
適
な

‚
で
ん
太‘
の
ほ
か
、
変
わ
り
だ
ね
の
辛
味

ダ
イ
コ
ン
‚
辛
之
助‘
、
中
国
ダ
イ
コ
ン
‚
青

記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
栽
培
の
歴
史
は
さ
ら

に
古
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
は
英
名
を radish 

（
な
い
し
は

Japanese radish

）
と
い
い
、
和
名
は
「
大

根
」
で
す
。

　

日
本
人
に
最
も
な
じ
み
の
深
い
野
菜
で
、

‚
練
馬‘
‚
三
浦‘
‚
桜
島‘
‚
聖
護
院‘
‚
守

口‘
の
よ
う
に
土
地
の
名
前
が
つ
い
た
品
種

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
古
く

か
ら
漬
物
な
ど
各
地
の
食
文
化
と
結
び
つ
い

て
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
小
さ
な
二
十
日

ダ
イ
コ
ン
か
ら
大
型
の
‚
桜
島
大
根‘
、
長
さ

1
2
0
㎝
に
も
達
す
る
‚
守
口
大
根‘
ま
で
、

そ
の
品
種
の
多
様
さ
に
加
え
、
生
産
量
、
消

費
量
と
も
に
日
本
が
世
界
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
世
界
に
誇
る
日
本
の
代

表
的
な
植
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

412008．8．はなとやさい

　

ダ
イ
コ
ン
は
学
名
を Raphanus sativus

と
い
い
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
ダ
イ
コ
ン
属
の
一
〜

二
年
草
で
、
主
に
肥
大
し
た
直
根
や
葉
を
食

用
に
し
ま
す
。
イ
ン
ド
に
は
サ
ヤ
ダ
イ
コ
ン

と
い
っ
て
、
未
熟
な
莢さ

や

を
食
べ
る
品
種
も
あ

り
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
の
原
産
地
に
つ
い
て
は
、
地
中

海
沿
岸
と
す
る
説
、
西
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
中

国
と
す
る
説
な
ど
が
あ
り
、
決
定
は
困
難
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
「
地
中
海

沿
岸
が
原
産
地
で
、
栽
培
品
種
が
成
立
し
た

の
が
中
国
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
『
和
名
抄
』（
9
2
3
〜
9
3
0
）
に

藤
ふじ た  

田　智
　さとし恵泉女学園大学

園芸文化研究所准教授

　ダイコンは古くから日本に根づき、各地の食文化と結

びつきながら、さまざまな品種が栽培されてきました。

現在もダイコンを一番多く生産し、消費しているのが日

本で、まさにわが国の代表的な野菜だといえます。

　プランター栽培に向くのはやはり短形のダイコンです

が、株間さえ広くとれば一般的な‘耐病総太り’などの

品種も作ることができます。いずれにせよ、深さのたっ

ぷりあるプランターを選び、根を真っ直ぐ伸ばしてやり

ましょう。

漬物、煮物、生食など、日本人の食生活と深く結びついた栄
養野菜ダイコン。

その● ダイコン̶日本を代表する野菜̶8

　

ダ
イ
コ
ン
の
根
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
、

栄
養
素
と
し
て
鉄
分
や
食
物
繊
維
も
含
ん
で

い
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
に
し
て
生
食
す

る
こ
と
が
多
い
の
は
、
ダ
イ
コ
ン
が
熱
に
弱

い
消
化
酵
素
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
（
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
）
を
含
む
た
め
で
、
胃
腸
に
や
さ
し
い
野

菜
だ
と
い
え
ま
す
。
栄
養
上
、
注
目
す
べ
き

は
ダ
イ
コ
ン
の
葉
で
、
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
を
そ
れ
ぞ
れ
多
量
に
含

み
、
た
ん
ぱ
く
質
も
多
い
こ
と
か
ら
、
最
近

で
は
、
葉
を
収
穫
対
象
と
す
る
品
種
も
登
場

し
て
い
ま
す
。

　

生
育
適
温
は
１７
〜
２０
℃
と
、
冷
涼
な
気
候

ダ
イ
コ
ン
の
特
徴

ダ
イ
コ
ン
の

原
産
地
と
伝
播

主
な
品
種



　

発
芽
す
る
ま
で
は
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
す
。
発
芽
後
は
、
土
が
乾
い
た
ら
た

っ
ぷ
り
と
水
や
り
し
ま
す
。

　

本
葉
１
〜
2
枚
の
こ
ろ
ま
で
に
、
生
育
の

よ
い
も
の
を
残
し
て
3
本
に
間
引
き
ま
す
。

間
引
い
た
後
は
株
元
に
軽
く
土
を
寄
せ
、
グ

長
大
根‘
な
ど
は
、
株
間
２０
㎝
で
も
十
分
栽

培
で
き
ま
す
。

●
普
通
種

　

株
間
を
３０
㎝
と
れ
ば
、
タ
ネ
ま
き
後
５５
〜

42 2008．8．はなとやさい

栽
培
方
法

タ
ネ
ま
き
の
適
期
と
方
法

1

おすすめダイコンあれこれ

‘関 白’
根長28～30㎝。病気に強くて作り
やすく、食味もよいので家庭菜園
に最適。

短
形
種

６５
日
で
収
穫
可
能
な
青
首
ダ
イ
コ
ン
の
‚
耐

病
総
太
り‘
‚
千
都‘
‚
Ｙ
Ｒ
く
ら
ま‘
‚
Ｙ
Ｒ

て
ん
ぐ‘
な
ど
も
作
れ
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
は
代
表
的
な
直
根
類
で
す
か
ら
、

直
ま
き
の
み
と
し
ま
す
。
移
植
す
る
と
ま
た

根
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。
花
芽
分
化
と
の
関
係
か
ら
、
ダ
イ
コ
ン

の
タ
ネ
ま
き
時
期
は
重
要
で
、
秋
ま
き
で
は

8
月
末
〜
9
月
中
旬
が
適
期
で
す
。

　

短
形
種
を
作
る
場
合
で
も
、
コ
ン
テ
ナ
は

２５
ℓ
以
上
の
大
型
で
、
深
さ
も
３０
㎝
く
ら
い

あ
る
も
の
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
テ

ナ
の
底
に
敷
く
軽
石
、
市
販
の
培
養
土
、
移

植
ゴ
テ
な
ど
を
準
備
し
ま
す
。

　

短
形
種
の
場
合
、
１５
〜
２０
㎝
間
隔
で
4
粒

ず
つ
ま
き
ま
す
。
標
準
的
な
品
種
で
は
、
株

間
を
３０
㎝
と
り
ま
す
（
第
1
図
）。　

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

2
タ
ネ
ま
き

3

水
や
り

4
間
引
き
・
追
肥
・
土
寄
せ

5

ダイコンのプランター栽培。根が伸びる
ので底の深いコンテナを用意する。

第1図 タネまき
１カ所4粒まき
植え穴の深さ1㎝

※コンテナは深めの容器を使う。

培養土

ウォーター
スペース
（1～2㎝）

軽石

断面図

‘でん太’
根長30㎝。肉質緻密で食味がよく、
特に煮食に向いている。

‘辛之助’
根長7㎝。ピリッとした辛みをも
ち、薬味、おろしに最適な小型丸
ダイコン。

‘青長大根’
根長20～25㎝。肉部も緑色を帯び、
浅漬け、おろし、サラダに向く中
国ダイコン。

‘耐病総太り’
根長38㎝。青首ダイコンの定番で、
栽培適期も広く、さまざまな料理
や用途に使える。

‘緑 輝’
根長30㎝。少し短めの青首総太り
ダイコンで、耐寒性に優れ、ス入
りも遅い。

普
通
種

辛　味
ダイコン

中　国
ダイコン



❷1本立ちに。

第5図 追肥・土寄せ（3回目）

1本立ちにしてから2週間後、
タネまき後45日ごろ。

化成肥料
土1ℓ当たり
1g

その後、
土寄せする。

❸土寄せする。

軽く土を
寄せる。

ラ
グ
ラ
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
本
葉

3
〜
4
枚
の
時
2
本
に
、
本
葉
5
〜
6
枚
の

時
１
本
立
ち
に
し
ま
す
。
間
引
い
た
も
の
は
、

間
引
き
菜
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
2
回
目

の
間
引
き
か
ら
は
、
間
引
き
後
に
土
１
ℓ
当

た
り
１
ｇ
の
化
成
肥
料
を
施
し
、
根
元
に
土

寄
せ
を
行
い
ま
す
。
１
本
立
ち
に
し
た
2
週

間
後
に
も
、
同
様
に
行
い
ま
す
（
第
2
図
〜

第
5
図
）。

432008．8．はなとやさい

秋田県生まれ。恵泉女学園大学園
芸文化研究所准教授。専門は野菜
園芸学、植物育種学、農業教育学。
「NHK趣味の園芸」講師、雑誌「や
さい畑」連載などで野菜作りの魅
力を伝える。著書に「別冊NHK
趣味の園芸・わが家の片隅でおい
しい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。 

藤田  智
（ふじた   さとし）

第2図 間引き（１回目）

❶タネまき後、7～10日で3本立ちに。

　

秋
ま
き
で
は
、
害
虫
が
多
発
す
る
の
で
注

意
し
ま
す
。
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
、
ヨ
ト
ウ

ム
シ
に
は
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
Ｂ

Ｔ
剤
を
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤

を
散
布
し
て
防
除
し
ま
す
。
農
薬
を
使
用
し

た
く
な
い
場
合
は
、
寒か

ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
に
よ
る
ト
ン
ネ

ル
被
覆
を
行
い
、
害
虫
の
侵
入
を
物
理
的
に

抑
え
ま
す
。

病
害
虫

6

❷株元に土寄せする。

第3図 間引き（2回目）、追肥・土寄せ（1回目）

第4図 間引き（3回目）、追肥・土寄せ（2回目）

収穫間近のダイコン。根の太さが6㎝くらい
になったら抜きとる。

タネまき後17～20日、本葉3～4枚のころ。

❶3本から2本
に間引く。

❷追肥を行う。

化成肥料
土1ℓ当たり
1g

タネまき後30日ごろ、本葉5～6枚のころ。

❶2本から1本へ間引く。 ❸追肥と土寄せをする。

　

短
形
種
で
は
、
根
の
太
さ
が
6
㎝
く
ら
い

に
な
っ
て
き
た
ら
収
穫
が
で
き
ま
す
（
第
6

図
）。
品
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
目
安
と
し

て
早
い
品
種
で
５５
〜
６５
日
、
遅
い
品
種
で
７０

〜
８０
日
く
ら
い
で
す
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
ス

入
り
や
裂
根
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、

適
期
の
収
穫
を
心
掛
け
ま
す
。

収
穫

7

化成肥料
土1ℓ当たり
1g

第6図 収 穫

タネまき後55～65日から。


